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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成25年5月23日(2013.5.23)

【公表番号】特表2012-503054(P2012-503054A)
【公表日】平成24年2月2日(2012.2.2)
【年通号数】公開・登録公報2012-005
【出願番号】特願2011-527328(P2011-527328)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｌ  75/04     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/357    (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  18/65     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  63/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ  11/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 175/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｊ 163/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 175/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 163/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｌ  75/04    　　　　
   Ｃ０８Ｋ   5/357   　　　　
   Ｃ０８Ｇ  18/65    　　　Ｚ
   Ｃ０８Ｌ  63/00    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｊ  11/06    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 175/04    　　　　
   Ｃ０９Ｊ 163/00    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 175/04    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 163/00    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年3月29日(2012.3.29)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　Ａ）Ｎ－アルキルベンゾオキサジン化合物およびＮ－アルケニルベンゾオキサジン化合
物からなる群から選択される少なくとも１つのベンゾオキサジン成分、および、
Ｂ）１０００～５４０００ｇ／ｍｏｌの範囲の数平均分子量を有する、下記一般構造のプ
レポリマー：
　　　Ｐ－（Ｘ－ＣＯ－ＮＨ－Ｄ－ＮＨ－ＣＯ－Ｙ－Ｅ）Ｚ

［式中、
Ｐは、オリゴマーまたはポリマーのｚ価の基であり、
ＸおよびＹは、それぞれＮＲ’、ＯおよびＳから選択され〔式中、Ｒ’は水素または脂肪
族基、複素脂肪族基、芳香脂肪族基、複素芳香脂肪族基、芳香族基および複素芳香族基か
らなる群から選択される基である〕、
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Ｄは、ジイソシアネートの２つのイソシアネート基を除去することにより得られる２価の
基であり、
Ｅは、脂肪族基、複素脂肪族基、芳香脂肪族基、複素芳香脂肪族基、芳香族基および複素
芳香族基からなる群から選択される末端キャップ基であり、
ｚは、１～１２の整数である］
を含んでなる硬化性組成物。
【請求項２】
　Ｐがポリエーテル基およびポリエステル基からなる群から選択される、請求項１に記載
の硬化性組成物。
【請求項３】
　ＸおよびＹが、それぞれＮＨおよび／またはＯである、請求項１または２に記載の硬化
性組成物。
【請求項４】
　Ｅがフェノール性ヒドロキシ基を含んでなる芳香族基である、請求項１～３のいずれか
に記載の硬化性組成物。
【請求項５】
　ｚが２～６の整数である、請求項１～４のいずれかに記載の硬化性組成物。
【請求項６】
　Ｐがポリエーテルであり、ＸおよびＹがＯであり、Ｄが２，４－トルエンジイソシアネ
ート、２，４’－メチレンジフェニルジイソシアネート、４，４’－メチレンジフェニル
ジイソシネート、ヘキサメチレンジイソシアネート、ｍ－テトラメチルキシレンジイソシ
アネートまたはイソホロンジイソシアネートの２つのイソシアネート基を除去することに
より得られる基であり、Ｅがフェノール性ヒドロキシ基を含んでなる芳香族基であり、ｚ
が２または３である、請求項１～５のいずれかに記載の硬化性組成物。
【請求項７】
　Ｐがトリメチロールプロパンに由来する３価の基（ｚ＝３）である、請求項１～６のい
ずれかに記載の硬化性組成物。
【請求項８】
　少なくとも１つのベンゾオキサジン成分が、１つ以上の
【化１】

〔式中、ｏは１～４であり、Ｘは、直結合（ｏが２の場合）、アルキル（ｏが１の場合）
、アルキレン（ｏが２～４の場合）、カルボニル（ｏが２の場合）、酸素（ｏが２の場合
）、チオール（ｏが１の場合）、チオエーテル（ｏが２の場合）、スルホキシド（ｏが２
の場合）およびスルホン（ｏが２の場合）からなる群から選択され、Ｒ１はアルキルおよ
びアルケニルから選択され、およびＲ４は、水素、アルキルおよびアルケニルから選択さ
れるか、Ｒ４は、ベンゾオキサジン構造からナフトオキサジン基を作り出す２価の基であ
る〕
を含んでなる、請求項１～７のいずれかに記載の組成物。
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【請求項９】
　少なくとも１つのベンゾオキサジン成分が、１つ以上の
【化２】

【化３】
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【化４】
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【化５】

〔式中、Ｘは、直結号、ＣＨ２、Ｃ（ＣＨ３）２、Ｃ＝Ｏ、Ｏ、Ｓ、Ｓ＝ＯおよびＯ＝Ｓ
＝Ｏからなる群から選択され、Ｒ１、Ｒ２およびＲ３は、同じか異なって、アルキルまた
はアルケニル基であり、Ｒ４は、水素、ハロゲン、アルキルおよびアルケニルからなる群
から選択されるか、またはＲ４はベンゾオキサジン構造からナフトオキサジン基を作り出
す２価の基である〕
を含んでなる、請求項１～８のいずれかに記載の組成物。
【請求項１０】
　少なくとも１つのベンゾオキサジン成分が、組成物の総重量に基づいて、約５０～約９
５重量％の量で存在する、請求項１～９のいずれかに記載の組成物。
【請求項１１】
　さらにエポキシ樹脂成分を含んでなる請求項１～１０のいずれかに記載の組成物。
【請求項１２】
　請求項１～１１のいずれかに記載の組成物の硬化反応生成物。
【請求項１３】
　硬化前に請求項１～１１のいずれかの組成物を注入した繊維層または繊維束を含んでな
る、請求項１２に記載の硬化反応生成物。
【請求項１４】
　請求項１３に記載の硬化反応生成物の製造方法であって、
Ａ）繊維層または繊維束を提供する工程；
Ｂ）請求項１～１１のいずれかに記載の組成物を提供する工程；
Ｃ）組立品を形成するために、該組成物と繊維層または繊維束を結合させる工程；
Ｄ）場合により、過剰な熱硬化性組成物を組立品から除去する工程；
および、硬化反応生成物を形成するために、熱硬化性組成物を繊維層または繊維束に注入
するのに十分に高い温度および圧力条件に得られる組立品を暴露する工程、
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を含んでなる方法。
【請求項１５】
　請求項１～１１のいずれかに記載の組成物を含んでなる接着剤、封入剤またはコーティ
ング組成物。
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